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１．はじめに 
 
 ○ 平成 12 年に児童虐待防止法が制定されて以降、民法・児童福祉法の改正

を含め３度の改正などを通じて、虐待対応体制は逐次強化されてきた。 
特に平成 16 年の児童福祉法改正では、市町村（特別区を含む。以下同じ。） 
も児童相談の窓口と定め、児童相談所との二層構造による児童相談体制の 
構築や、要保護児童対策地域協議会を法定して地域ネットワークによる支援

の充実を図るなど、早期対応や重篤化の防止が図られてきた。また、子ども 
虐待対応の手引きの逐次改訂や児童相談所運営指針の改定など、市町村と 
児童相談所の対応方法が整備されてきた。 

 
 ○ しかしながら、平成 25 年度の児童虐待対応件数は 73,765 件（速報値） 
  であり、統計を取り始めてからの最多となり、平成 24 年度の児童虐待に 
  よる死亡事例数及び死亡した児童の人数は 78 事例、90 人であり、近年も 

同程度の死亡事例数が依然として発生している。 
  

 ○ 児童虐待対応件数が増え、重篤な事例も発生している中、市町村や児童 
相談所が安全確認段階に多くの時間を費やし、奔走する現状を見るにつけ、 
虐待予防や迅速な初動を通して、虐待件数をいかにしてなくしていけるか 
が問われている。また、母子保健サービスや子育て支援サービスが、必ず 
しも、それを必要とする方に利用されていないことや、虐待リスクの可能性 
が懸念される居住実態が把握できない児童への対応も大きな課題となって 
いる。 

 
 ○ このため、平成 26 年８月 29 日に、第１回児童虐待防止対策に関する 

副大臣等会議（以下「副大臣等会議」という。）が開催され、「厚生労働省 
を中心に、実効的な児童虐待防止対策の構築に向けた検討に着手するとと 
もに、児童虐待防止対策について関係省庁が連携して対策を強化すること」、 
「居住実態が把握できない児童について、政府一体となって全力で把握に 
努めること」とされ、年内を目途として一定のとりまとめを行うことと 
された。 

これを受けて厚生労働省においては、社会保障審議会児童部会の下に 
児童虐待防止対策のあり方に関する専門委員会（以下「専門委員会」と 
いう。）を設置し、副大臣等会議に示した児童虐待防止に係る「当面の課題・

施策の方向について」の５つの課題を中心として●回にわたる議論を 
行ってきたところである。 
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 ○ この度、副大臣等会議への報告を念頭に、これまでの議論について 

とりまとめを行うこととした。子どもの虐待を未然に防ぐとともに、虐待

を受けたとしても重篤化する前に迅速に発見し、的確に対応できるよう、 
本とりまとめが有効に活用されることを期待する。 

 
 
 
 
 
２．専門委員会の検討経過 
 
  本専門委員会は、平成 26 年９月 19 日に第１回会合を開催し、以後、同年

●月●日までに●回の会合を開催してとりまとめを行った。 
  第３回（平成 26 年 10 月 31 日）には、４人の有識者からヒアリングを 
行った。 
なお、本専門委員会で検討した「当面の課題・施策の方向について」の 

５つの課題は以下のとおりである。 
 
（１）妊娠期からの切れ目ない支援のあり方について 
（２）初期対応の迅速化や的確な対応のための関係機関の連携強化に 

ついて 
（３）要保護児童対策地域協議会の機能強化について 
（４）児童相談所が虐待通告や子育ての悩み相談に対して確実に対応 

できる体制整備について 
（５）緊急時における安全確認、安全確保の迅速な実施について 
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３．児童虐待防止対策のあり方（提言） 
 
（１）妊娠期からの切れ目ない支援のあり方について 

   
虐待による死亡事例における０歳児の割合は 44.0％（心中を除いた死亡

事例）を占め、とりわけ０日児死亡事例は 17.2％を占める。また、その 
０日児死亡事例では、望まない妊娠の占める割合が 71.3％となっている。

（※） 
死亡事例の背景としては、母親が妊娠期から一人で悩みを抱えていたり、 

産前産後の心身の不調や家庭環境の問題が指摘されている。 
 
（※）「子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について」（社会保障審議 

会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員会） 
第１次報告から第 10 次報告の集計 
 

① 妊娠期からの相談しやすい体制の整備 
   ア 特定妊婦情報の連絡 

○ 虐待を予防するためには、虐待のリスクについて妊娠期から着目 
して支援につなぐことが肝要。 

産科医療機関は妊婦健康診査の機会等を通じて、妊婦と接点を  
持ちやすいことから、特定妊婦（※）を把握した場合に、市町村へ

情報をつなげるための工夫が必要。 
 

（※）特定妊婦：出産後の養育について出産前において支援を行う

ことが特に必要と認められる妊婦（児童福祉法第６条の３第５項） 
 

○ 日本産婦人科医会では、既に妊娠経過各期における対応チェック

リストを提示しており、また産科等医療機関において「安心母と 
子の委員会」を設置して対応するように奨励している。こうした手法

の活用により、産科等医療機関にあっては、特定妊婦の情報を確実

に把握し、その情報を市町村につなげて支援していくことが必要。 
 

イ 妊娠や出産の情報・乳幼児の健康状態の把握 

○ 虐待の未然防止や子どもの健全育成のためには、ただちに手厚い

支援が必要とまでは言えないが、見守りなどが必要な妊産婦や 

乳幼児について、その情報を市町村の保健師や地域の支援機関に 
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つなぐことも必要。 

 

○ こうした取組が有効に機能するためには、例えば、医療機関から

の情報が市町村に提供され、妊娠期から養育支援訪問事業などに 

つなげる、あるいは乳児家庭全戸訪問事業で把握された情報を子育て

支援機関につなげるなど、医療・保健・福祉が連携した体制が必要。 

 

ウ 妊娠等に関する相談窓口の周知と相談しやすい場の設置 
   ○ 妊娠をしても医療機関を受診せず誰にも相談しないなど、支援機関

との接点を持たない事例について、どのように把握し支援につなげる

かが課題。 
こうした事例の中には、妊娠に関する相談窓口があること自体を 

知らない場合があることから、そうした情報の周知に努めることが 
重要。 
なお、相談窓口の周知に当たっては、多くの人の目にとまりやすい

場所や方法で実施するなどの効果的な手法を工夫することが必要。 
 

○ また、相談しやすさという点では、NPO などの民間機関を活用 
することが有効。 

 
エ 家族・友人等の周囲の者の協力 
○ 行政が把握しにくい妊婦の場合は、本人に自発的に行政との接点を

持つよう促していくばかりではなく、周囲のサポートが重要。 
例えば、家族や友人、地域の人たちなど周囲の人が妊娠を積極的に

受けとめ、妊婦健康診査の受診を勧めたり、相談窓口の存在を本人

に伝え相談することを促すといった協力を求めていく取組も必要。 
    

オ 妊婦健康診査や分娩費用の負担 
○ 妊婦健康診査や分娩にかかる費用負担が重いことを理由に、医療

機関での受診をためらう事例がある。妊婦健康診査にかかる費用は、

地方財政措置が講じられていること、また、分娩費用については 
入院助産制度（※）が設けられていることを積極的に周知し、費用 
負担が重荷である場合であっても医療機関との接点が持てるように

配慮。  
 

（※）入院助産制度（助産施設）：「保健上必要があるにもかかわらず、     
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経済的理由により入院助産を受けることができない妊産婦を入所

させ、助産を受けさせることを目的とする」施設。（児童福祉法 
第 36 条） 

  
カ 思春期からの生と性に関する啓発と研究 

○ 望まない妊娠を減らし、望まれる妊娠へと転換していくためには、 
思春期の子どもたちに対し、命の尊さや妊娠・出産や避妊に関する

内容に加え、妊娠した場合の対応や相談機関に関する情報等に 
ついても啓発することが大切。併せて、生と性に関する啓発に 
ついて研究することも必要。 

   
 

② 妊娠から出産・子育てに至る切れ目ない支援の仕組み  
ア 家庭での養育状況を把握するために行政との接点を増やす取組 
○ 家庭の養育状況を把握できる場となり得る乳幼児健康診査を有効

活用するなど、より的確に虐待リスクを発見できるよう工夫すると

ともに、必要に応じて継続的にフォローすることを確実に実施。 
 
○ 乳幼児健康診査を未受診の家庭に対しては、市町村は地域の事情

に応じた様々な手法により、接点を設けるための取組を継続的に 
実施。 

 
○ 接点を持ちにくい家庭に対する支援のあり方として、地域での  
訪問型支援は有効。但し、そのための専門職員の確保と質の向上が 
必要。 

 
○ 乳幼児健康診査が実施されない年齢の場合、保育所・幼稚園・  

認定こども園を通じて養育状況の把握が可能であるが、中には保育

所・幼稚園・認定こども園に就園していない場合など行政との接点

を持ちにくい家庭もあることから、行政との接点を増やす取組を検

討。 
  

イ 妊娠期から子育て期にわたる総合的相談や継続的支援 
○ 保健師や子育てケアマネージャーが担当者となって、妊娠期から

の支援プランを作成し、継続的に支援するといった取組を実施して

いる自治体があり、継続した見守りは虐待予防に効果があると評価
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されている。  
こうした事例を参考に、地域の実情に応じた妊娠期から子育て  
期にわたり継続的に支援する体制を整備。 

 
○ 保護者に対して身近に寄り添って支援できる子育て支援拠点と  

しては、乳児期早期から関わっている地域の小児科医の協力を得る

ことも重要。 
 

ウ 養育者の精神的な問題に対する精神科医療機関との連携 
○ 重篤な虐待事例の中には、養育者が精神面での問題を抱えている

事例が見られるため、産科、小児科医療機関等においては、 
これまで以上に養育者の精神面についても留意して診ていくことが

必要。 
その上で、市町村の保健・福祉担当と産科医療機関、小児科医療

機関、精神科医療機関との連携が必要。また、要保護児童対策地域

協議会に精神科医療機関の参加を求めていくことも検討。 
 
 

③ 支援が必要な家庭の情報を共有して支援につなぐ仕組み 
ア 保育所・幼稚園・認定こども園から小学校、小学校から中学校へ 
必要な情報が引き継がれる取組  
○ 保育所、幼稚園、認定こども園が虐待リスク等、家庭の養育環境

に関する情報を把握した場合には、当該情報が小学校に、小学校が

当該情報を把握した場合には、中学校に引き継がれる工夫が必要。 
このため、保育所や幼稚園、認定こども園から小学校、小学校  

から中学校へ学習の状況や健康の状況等に関する情報が、引き継ぎ

等されるよう、学校等の間の連携の一層の推進が必要。 
 

イ 学校や保育所等が支援の必要な子どもを発見して関係機関と連携 
する取組  
○ 学校や保育所等の職員に、虐待を発見するポイント・発見後の  
対応の仕方などの研修等の取組が必要である。その中で、要保護児童

対策地域協議会を活用する意義を理解してもらうことが重要。 
 

ウ スクールソーシャルワーカー等の積極的活用  
○ 学齢児においては、保健部門や福祉部門と学校との連携により、
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支援が必要な子どもを早期に発見して関係機関につなぐために､  
スクールソーシャルワーカーの役割が重要であり、スクール 
ソーシャルワーカーの活用と配置の充実が必要。また、家庭に課題を

抱えた子どもの心のケアにはスクールカウンセラーの役割が重要 
であり、スクールカウンセラーの積極的な活用が必要。 

 
 

④ 学校、病院等の組織としての通告の周知徹底  

○ 虐待通告は、虐待を受けたと思われる児童を発見した者の義務と 
して規定されている（児童虐待防止法第６条）。一方、学校、児童福祉

施設、病院等の児童の福祉に業務上関係のある団体は早期発見に努める

こととされているが、組織としての通告となると必ずしもうまく機能 
していない場合がある。 

確実な通告が行われるためには、職員等に委ねるのではなく、組織

としても虐待防止に取り組むことが重要。 
 
 
 
（２）初期対応の迅速化や的確な対応のための関係機関の連携強化について 
 

「子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について」の報告書では、

市町村と児童相談所の双方が相手方の支援を期待してしまい、対応が後手

に回ってしまったなど、それぞれの役割を十分に果たし得なかった結果、

重大な事態を招いた事例が散見されている。 
また、同報告書では、市町村や児童相談所が受けた相談について十分な

アセスメントが行われず、虐待の危機感を持たないまま重大事態に至った

事例も見られた。こうしたことからも迅速、的確に初期対応が行われる 
ような取組が求められる。 
一方、市町村や児童相談所の体制については、一人の職員が対応できる

ケースには限界がある中で、そもそも相談件数に比して、充分な人員体制

が整っていないことや専門性の高い職員が不足していること、さらには、

研修の機会が少ないことなどが指摘されている。 
 

① 見落としや初期対応の遅れをなくすための関係機関の連携 
ア アセスメントの共有 

○ 関係機関は共通の方針を持って支援を実施することが重要である
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が、初期対応を確実に実施するためには、家庭の養育状況に関する

情報を関係機関が共有した上で、アセスメントツールを共有し、  
関係機関が相互に納得して適切な対応方針を策定することが有効。 

 
イ 支援方針の共有と関係機関の役割分担の明確化 
○ 関係機関はそれぞれの役割に応じて支援を実施することとなるが、

その内容は重なる部分があり、方針を共有しどの機関がどう対応 
するかを明確にすることで、より効率よく効果的に支援を実施する 
ことが必要。                          

また、各機関が行っている支援の方向性については、定期的に  
再評価することで、家庭の養育状況の変化を踏まえた適切な支援を

行えるようにすることが必要。 
 

ウ スーパーバイズの実施 
○ 相談や支援を行う過程で判断に迷う場合があるが、そのような  
場合、児童相談所に弁護士や警察官ＯＢ等から専門的知見に基づく 
相談・助言が受けられる体制があれば有効。 

 
○ 同様の観点から市町村が支援方針について適切な判断を行える  
よう、定期的に市町村を巡回するスーパーバイザーを児童相談所等に

配置するなどの体制整備の工夫も必要。 
 
 

② 市町村と児童相談所との役割分担の明確化と必要な支援を実施できる

体制強化 
ア 市町村が果たす役割 
○ 市町村が通告先とされたことから、市町村も介入的な機能を 

果たす機会が増加している。一方で、市町村は住民に近い存在と  
して継続的な支援を行う中核的な役割を担っている。この両方の役

割を果たすには、市町村と児童相談所とで役割分担を明確にした上

で、支援方針等の調整など連携を十分に行うことが必要。 
 

イ 市町村と児童相談所の体制強化 
○ 複雑な事情を抱えたケースも多く、市町村職員の専門性を高める

ことが必要。また、特に相談対応をする家庭相談員の人材確保に 
ついて、専門的人材が得られるような工夫が必要。 
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○ 児童相談所が初期対応に追われて、各事例のフォローアップが  
十分にできない状況を改善することが必要であり、児童相談所の業務

に見合う職員配置が重要。 
 

○ 民間団体の活用や民間団体職員の柔軟な任用等を行うなど、外部

の専門家を活用する工夫も重要。また、地域の人材が不足している

のであれば、こうした分野で活躍してもらえる人材や機関を育成 
していくことも必要。 

 
○ 都道府県職員と市町村職員の人事交流や、市町村職員の児童相談

所への派遣などにより、様々な経験を積むことは有効。 
 
 
 
（３）要保護児童対策地域協議会の機能強化について 
 

要保護児童対策地域協議会（以下「協議会」という。）は、支援が必要な

子どもの状況や対応について、地域の関係機関間で情報を共有し、支援の

内容を協議することを目的としている。 
「子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について」の報告書による

と、死亡事例の中には協議会に要保護児童として登録されていなかったり、

登録されていても関係機関間での情報共有や役割分担が十分に行われて 
いない事例が見受けられた。 

   一方、市町村によっては協議会の実務者会議において進行管理する事例

数が年々増加し、個々の事例について十分な検討を行う余裕がない状況に

あることが指摘されている。 
 

① 協議会参加機関が役割分担による支援を迅速かつ確実に実施するため

の工夫 
   ア 協議会参加機関に情報が届く仕組み 
    ○ 協議会で把握された各事例の情報が、参加各機関に迅速かつ確実

に届く仕組みや、協議会に登録された事例の状況や支援状況等の 
情報を収集・蓄積できる仕組みが必要。 

 
イ 関係機関が情報提供を行いやすい仕組み 



10 
 

○ 個人情報保護にとらわれるあまり、子どもの安全がないがしろに

なってはならない。一方で、どこまで情報提供をしてよいのか判断

に迷うケースもある。このため、関係機関が情報提供を行いやすく

なるよう、どこまでなら情報提供が認められるのかといったことを

具体的に例示することが有効。 
その際、個人情報保護との関係をどう整理するかも併せて検討。 

 
ウ 協議会の運営方法の見直し 

○ 協議会の登録ケースが増加したことにより、実務者会議における

関係機関間での十分な情報共有が困難な場合がある。このため、 
例えば、部会方式や参加者を限定した機関での連絡会の実施などの

運営方法の工夫が必要。 
 

エ 協議会の対象とされている特定妊婦、要支援児童を確実に把握する

工夫 
○ 特定妊婦や要支援児童について、その定義、把握方法、支援方法

について整理し、関係機関で共有することが重要。 
 

（※）要支援児童：「保護者の養育を支援することが特に必要と認められ

る児童」（児童福祉法第６条の３第５項）  
 

オ 養育者の精神的な問題に対応するための機関連携 
○ 養育者に精神面での問題がみられることがあるため、精神保健  
分野との連携の強化が必要。 

 
 

② 協議会調整機関の専門性強化と支援の役割分担の明確化 
ア 支援内容が重複したり、複数の判断がある場合の調整 

○ 各機関が特色や専門性を活かして、重層的に効果的な支援を行う

ことが必要。そのためには、調整機関が主たる援助機関を定めたり、

支援内容を一本化する役割を明確に付与することも必要。 
 

イ 協議会調整機関の専門性 
○ 調整機関が、各機関の支援の調整を行うマネジメントと進行管理

の役割を円滑に果たすためには、職員の高い専門性が必須。協議会

の中軸となる調整機関への専門職員配置の拡充が必要。 



11 
 

 
ウ 専門性強化のための研修 

○ 虐待対応に関する知識を深め、それぞれの機関の役割を認識する

ために、協議会の関係機関で構成される多機関多職種による合同 
研修の実施が有効。 

 
エ 協議会への児童相談所の積極的関与 

○ 児童相談所の事例を協議会へ確実に登録、市町村へのスーパー  
バイズ、市町村の子育て支援サービスを把握し、所管市町村間の連携

を図るなど、児童相談所の協議会への主体的な関与が必要。 
  

○ 児童相談所は協議会の助言者としての役割を持つ一方で、同時に

構成員でもあり、自らが対応方針を判断して必要な介入を行うこと

が求められる。したがって、児童相談所は助言者の役割と支援者と

しての役割を果たすことが重要。 
 

オ 子育て支援事業の活用 
○ 協議会がその機能を十分に発揮するためには、協議会の登録の  
際に要保護児童と特定妊婦・要支援児童とを分けて位置づけることも

有効。 
 
○ 要支援児童については、子ども・子育て支援法の施行に伴い創設

される利用者支援事業や、養育支援訪問事業、あるいは地域子育て

支援拠点における相談や居場所づくりといった多様な育児支援を 
積極的に活用し、地域全体で支えるとともに虐待予防につなげる。

そのことが結果的に協議会や児童相談所の負担軽減にもつながる。 
 

○ このような子育て支援事業に携わる者に対しては、虐待対応の  
知識に関する研修を実施することが必要。 

 
 
 
（４）児童相談所が、虐待通告や子育ての悩み相談に対して確実に対応できる

体制整備について 
 
   平成 25 年度における児童相談所の児童虐待相談対応件数は、平成 11 年
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度に比べて約 6.3 倍であるのに対して、児童福祉司の配置人数は同期間に

約 2.3 倍となっている。また、児童心理司の配置人数は児童福祉司の配置

人数の 44.5％（平成 26 年４月 1 日現在）となっている。 
厚生労働省は、より相談しやすくするため、児童相談所全国共通ダイヤ

ルの３桁化を検討しており、こうした動きも踏まえた夜間休日を含む対応

体制を強化することが課題。 
また、児童相談所が介入によって保護者と対立した後では、長期に 

わたる継続的な支援に移行する際に、保護者が支援を受け入れにくい 
という課題がある。 

 
① 児童相談所が専門的な支援を確実に行えるための体制強化 

   ア 児童相談所職員の配置 
○ 一人の職員が担当するケース数には限界があるため、児童相談所

の児童福祉司の人員増やスーパーバイザー、児童心理司、医師、 
保健師等の専門職の配置を充実。 

 
   イ 児童相談所職員の専門性確保のための専門研修を充実 

○ 児童福祉司は高い専門性と経験が求められる職種であり、 
とりわけ虐待対応には専門の知識や技術を必要とすることから、高い

専門性を持った職員を養成するための教育・学習システムが必要。 
 

ウ 夜間休日の相談への対応 
○ 児童相談所共通ダイヤルの３桁化が導入されれば、相談件数の  
さらなる増加が予想される。こうした状況にあって、初動の重要性を

考えれば、夜間休日対応も含め、的確なアセスメントができるように、

児童相談所でどのような工夫ができるのか検討が必要。 
 

エ 警察とのさらなる連携強化 
○ 児童相談所と警察の相互の協力を図るため、平素からの情報交換

や合同の研修の実施が重要。また、警察官の出向や警察官ＯＢが 
配置されることで警察署との連携や、専門的助言も得られること 
から、配置は効果的。 
また、現に子どもが虐待されているおそれがあり、緊急の対応が 

必要と判断され、かつ、児童相談所だけでは職務の執行が困難な 
場合等に行う警察への援助要請が円滑に進むよう、事前に相互理解

を図っておくことが重要。 
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② 専門的な支援を効果的に行うための役割分担の明確化 
   ア 介入機能と支援機能の分離 

○ 通告・調査・アセスメント・法による介入を行う機能と、虐待  
予防・親子再統合・保護者支援（在宅支援を含む）を行う機能に  
分けることについて検討。 

 
○ さらに、支援やケアを担当する職員と介入する職員を別にする  

のみならず、長期的な視野で現在のシステムそのもののあり方を 
見直し、虐待対応と相談支援を分割して別機関とすることを検討。 

 
イ 市町村や民間団体との役割分担 

○ 児童相談所が、泣き声通告等を受けたとしても、その後の対応を

市町村や NPO などの児童相談所以外の団体において実施すること

をどう考えるのかなど、業務の再整理についてどのような考えが 
あり得るか、また、それぞれのメリット・デメリットについて検討。 

  
○ 親子再統合事業やペアレントトレーニングあるいは安全確認に  
実績を有する団体がある場合には、それらを民間団体に委託すること

が考えられる。但し、児童相談所が一定の関わりを持ちつつ、判断の

責任は児童相談所が負う形での実施が適当。 
 

ウ 児童相談所等が行う調査に対する回答の義務化 
○ 児童相談所等が必要な情報を確実に得られるようにするためには、

児童相談所等が行う調査に対する関係機関の回答義務化が有効。 
 

エ 児童家庭支援センターの相談体制を強化 
○ 地域の子育て支援拠点などと児童家庭支援センターが連携して、

地域の中での相談・居場所づくりが行えるようにすることが必要。 
 

オ 社会的養護と一体での検討 
○ 児童相談所のあり方は、その後の受け皿としての一時保護所の  
充実や、児童養護施設等の施設や里親等のあり方と一体で検討。 
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（５）緊急時における安全確認、安全確保の迅速な実施について 
 

出頭要求から臨検・捜索に至る手続きの実施数は、平成 20 年度から平成

25 年度までの６年間で、出頭要求が 187 事例、再出頭要求が 19 事例、  
臨検・捜索は７事例となっている。 
また、臨検・捜索事例７件の、出頭要求から臨検・捜索までの所要日数

は１～70 日と様々であった。 
 

① 臨検・捜索の実施件数が少ない理由等の実態の把握 
○ 臨検・捜索のあり方を議論する前提として、これまでの臨検・捜索

実施件数が少ない理由、迅速に行われないことで弊害が生じているのか

を確認することが必要。 
 

② 臨検・捜索を迅速に執行するための工夫 
   ○ 手続きの全体像や標準的な流れを簡潔に示したマニュアルと標準的

な進行スケジュールを策定して示すことが有効。 
また、既存のものよりさらに詳しい必要な書式の整備やＱ＆Ａの  

作成も有効。 
 
   ○ 事例によっては、例えば、立ち入り調査等のステップを踏まずに、

直ちに臨検・捜索をすることが可能となることを検討。 
 
 
 
（６）その他 

○ 本専門委員会は、「児童虐待防止対策に関する副大臣等会議」と相互に

関連させて議論を行っており、副大臣等会議が、年内を目途に一定の 
とりまとめを行う方針であることや、本専門委員会でのこれまでの議論を

踏まえた取組についても具体化した上で、都道府県、市町村や関係機関の

理解を得て実施に至るものであることと考え、本専門委員会における 
これまでの議論を一旦、とりまとめることとした。 

 
○ 一方で、専門委員会での発言の中には、「児童相談所のあり方を考える

のであれば、その後の受け皿としての一時保護所や児童養護施設、里親

等のあり方と一体で考えるべき」との意見もあったところ。 
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  ○ これまでの議論に加え、自立に向けた支援のあり方や初期対応に  

ついても、一時保護所や児童養護施設、里親等のあり方と一体で考える

という視点も必要である。 
 

○ このため、さらに児童虐待防止の取組について、予防から支援までの

全体を見通して、引き続き議論することが必要。



 
 

参考資料 
 
１．開催経過   
 
 第１回 日時：平成 26 年９月 19 日（金） 
     議題：・委員長の選任 

・今後の進め方について 

・当面の課題・施策の方向について 

・児童虐待防止対策に関する副大臣等会議の開催について 

・児童虐待防止対策について 

・子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について 

（第 10 次報告）の概要について 

 
 第２回 日時：平成 26 年 10 月９日（木）   

議題：・児童虐待防止対策に関する副大臣等会議（第２回）につい

て    

・「当面の課題・施策の方向について」課題（１）及び（２） 

 について 

 

 第３回 日時：平成 26 年 10 月 31 日（金） 
            議題：・有識者からのヒアリング 

・「当面の課題・施策の方向について」課題（３）～（５）に 

ついて 

 
 第４回 日時：平成 26 年 11 月 14 日（金） 
     議題：「当面の課題・施策の方向について」課題（１）～（５）に 

ついて 

  

 第５回 日時：平成 26 年 11 月 28 日（金） 

     議題：これまでの議論のとりまとめ（案）について 



  

児童虐待防止対策のあり方に関する専門委員会の設置について 

 

１．趣旨 

児童虐待相談の対応件数の増加や多数の重篤な児童虐待事例があることに鑑

み、効果的な児童虐待防止対策を検討するため専門委員会を設置する。 

 

２．構成等 

（１）専門委員会委員は別紙のとおりとする。 

（２）専門委員会には委員長を置く。 

（３）専門委員会は、委員長が必要があると認めるときは、関係者の参加を求める

ことができる。 

（４）専門委員会の庶務は、雇用均等・児童家庭局総務課虐待防止対策室が行う。 

 

３．検討事項 

（１）妊娠期からの切れ目ない支援のあり方について 

（２）初期対応の迅速化や的確な対応のための関係機関の連携強化について 

（３）要保護児童対策地域協議会の機能強化について 

（４）児童相談所が虐待通告や子育ての悩み相談に対して確実に対応できる体制整

備について 

（５）緊急時における安全確認、安全確保の迅速な実施について 

 

４．その他 

委員会は原則公開とする。 

 

 

２．専門委員会設置要綱 
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